
代理ー②用 施設等利用費請求金額内訳書

(令和〇年　〇月分)

施設名：○○幼稚園

国限度額
C=490円×B

算定額

本来徴収すべ
き額　A

利用日数
B

月額上限
12,300円

AとCを比較し
て低い方D

（参考）
徴収額

1
123 満３  ○○　○○  ○○　○○

R8.4.1 R12.3.31 14000 20 9800 9800 4200

2
1** 満３  □□　□□  □□　□□

R8.4.1 R12.3.31 9000 15 7350 7350 1650

3
33** 満３ △△　△△ △△　△△

R8.4.1 R12.3.31 4500 15 7350 4500

4
 2** 3 ○○　○○○ ○○　○○○

R8.4.1 R11.3.31 15000 15 7350 7350 7650

5
6** 3  □□　□□□  □□　□□□

R8.4.1 R11.4.1 6600 11 5390 5390 1210

6
 20** 4 △△　△△△ △△　△△△

R8.4.1 R10.3.31 11500 15 7350 7350 4150

7
 41** 4 ××　○○○ ××　○○○

R8.4.1 R10.3.31 6600 15 7350 6600

8
5** 5 ○○　××× ○○　×××

R8.4.1 R9.3.31 12000 20 9800 9800 2200

9
合計額

10 58140

認定終了
日

認定事由

預かり保育の利用状況

№
認定番

号

クラ
ス年
齢

児童名 フリガナ
認定開始

日食事代やおやつ代を除いた金額を記入してください。 実際の徴収金額では

なく、代理受領がなかった場合、園が本来徴収する額を記載してください。

【単価490円超】例：午後の預かり保育

（1回700円）を20日間利用

例：預かり保育の料金が、午前・午後合 せて日額1,000円で15日間利用

【単価490円以下】例：午前の預かり保

育（1回300円）を15日間 利用

月額利用などで定額料金がある場合はその料金、利用 日数については実際利用した日数を記載。

【490円超と以下が混在】

例：預かり保育を午前・午後合せて日額1,000円

を10 日間利用、午前のみの預かり保育を日額300
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11

12

13

14

15

16

17

18

19
合計額

20

過去の申請を追加申請等をする場合は、内訳書は利用月ごとに作成してください。 （マイナス申請の場合は、数字の前

に▲印を記載）※マイナスの申請ができるのは、年度内の調整に限ります。過年度の調整については、市にご相談くだ

さい。また、名簿に記載がない児童ついては、認定状況を市に確認の上、追記して申請してください。
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